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日本体育・スポーツ哲学会 会員各位 

日本体育・スポーツ哲学会 

第 48回大会実行委員会 

日本体育・スポーツ哲学会第 48回大会のご案内（第一報） 

日本体育・スポーツ哲学会第 48 回大会につきまして、下記の通り、ご案内申し上げます。 

ご参加のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

1. 日程：2026年 8月 22 日（土）、23日（日）

2. 会場：日本福祉大学 東海キャンパス 〒477-0031 愛知県東海市大田町下浜田 1071

3. 交通アクセス：https://www.n-fukushi.ac.jp/campuslife/campus/tokai/

名鉄線「太田川駅」より徒歩 5分

4. 会費等：大会参加費 4,000円 研究交流会 5,000円（予定）

会費等のお支払いは、当日受付にて現金払いとさせていただきます。

※受付業務の円滑化のため、お釣りは出ないようご準備いただけると幸いです。

5. 大会参加及び一般発表申込方法及び期日：

 一般発表申込締切：2026年 7月 3日（金）

研究発表は 1 演題につき 30 分（発表 20 分，質疑応答 10 分）を予定

 大会参加申込締切：2026年 7月 31日（金）

大会参加及び一般発表申込：下記フォームにご入力のうえ、送信してください。

https://forms.gle/9Pqg3D52c9iAWKQCA

6. 予稿（発表抄録）の執筆要領及び期日

 予稿（発表抄録）締切：2026年 7月 17日（金）

発表抄録は、以下の執筆要綱を厳守のうえ下記のフォームよりご提出ください。

https://forms.gle/d4U7RuBUKPMFJdcR8

※フォームから抄録提出ができない方は、電子メール（jspspe48@gmail.com）にてお送りください。

執筆要綱 

１）別添の「テンプレート：発表抄録」を使用し、Word ファイルで抄録をご作成・ご提出ください。 

２）テンプレートの赤字部分を削除し、赤字で示された内容を黒字で記入してください。 

３）抄録はテンプレートの 1枚に収めてください。 

４）作成した抄録が下記の体裁になっているかご確認ください。 

  ①タイトル・氏名・所属・キーワード・本文がすべて黒字で記入されている。 

  ②抄録が 1枚に収まっている。 

  ③タイトル（・サブタイトル）・氏名・所属が MS明朝 12ポイントで中央揃えとなっている。 

※タイトルは太字としてください。

※サブタイトルがある場合は改行し、ダッシュ（―）で挟み記入してください。

  ④キーワードは MS明朝 10.5 ポイントを使用し、2～5語の範囲で記載されている。 

  ⑤本文は 10.5ポイントを使用した二段組みとなっており，句読点は「。」「、」を用いている。 

https://www.n-fukushi.ac.jp/campuslife/campus/tokai/
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５）抄録のファイル名は「発表者氏名：タイトル」としてください。 

例）福祉太郎：福祉の哲学 

※発表者が複数人の場合は筆頭発表者の氏名のみとし、サブタイトルがある場合はタイトルのみ

記載してください。

7. スケジュール（予定）

 8 月 22 日（土）

理事会、受付開始（12 時〜）、開会式（13 時〜）、一般発表（1）、台湾招聘講演、シンポジウム、

情報交換会

 8 月 23 日（日）

一般発表（2）、一般発表（3）、一般発表（4）、総会、閉会式

8. シンポジウム

テーマ：これまでの体育はいかなる〈身体経験〉を正当化してきたのか

―経験概念の理論的検討と、その排除の構造― （1 年目）− 
コーディネーター：神野 周太郎（大阪電気通信大学）、竹村 瑞穂（東洋大学）

登壇者：髙橋 徹（岡山大学 学術研究院教育学域 講師）

  三上 純（関西大学 文学研究科 日本学術振興会特別研究員 PD） 
  日向悠太（大阪体育大学 大学院スポーツ科学研究科 大学院助手）

本シンポジウムは日本スポーツ体育健康科学学術連合の助成を受けて開催します。

一般公開し、どなたでも無料で参加が可能です。

9. その他

宿泊につきましては、各自でご準備ください。太田川駅、金山駅、名古屋駅からのアクセスが比較

的  

便利です。旅行シーズンにつき、お早めのご手配をお勧めいたします。 

10. 問い合わせ先：

第 48回大会実行委員会 jspspe48@gmail.com （担当：日本福祉大学 髙尾尚平）


